
アジア地域における循環型社会形成の検討について 

 

 

１．検討の趣旨 

 現在、アジア各国では急速な経済発展に伴う国内の廃棄物問題が顕在化しつ

また、廃棄物を含めた循環資源は国際的に移動し、国境を越えたリユースやリ

ルが可能となる一方で、輸入国における環境汚染も懸念されており、環境保全

からの適正な物質循環を確保することが重要となっている。 

 我が国は、戦後の経済発展の中で「臭いものに蓋をする」廃棄物行政が続き

ろう悪かろうの処理現場は「悪貨が良貨を駆逐する」状態であった。その結果

豊島の不法投棄に代表される深刻な事態を招いた。このため、ここ十年来、廃

理法の数度の改正による排出事業者責任の強化、容器包装リサイクル法等各種

クル法の制定と拡大生産者責任の導入、さらには、循環型社会形成推進基本法

及びそれに基づく循環型社会形成推進基本計画の策定等を進め、循環型社会づ

枠組みを形成するに至った。その結果、途上にあり課題も多いものの、着実に

進みつつある。加えて、ＰＣＢや大規模な不法投棄など負の遺産の処理も進め

これらの循環型社会形成に至る進展は、決して国のみにより成し遂げられたわ

なく、国と地方公共団体との協働・連携、民間企業による真摯な努力、ＮＧＯ

Ｏの積極的な参加等が相俟って実現されたものである。 

 こうした我が国の経験は、今後の著しい経済発展が膨大な廃棄物の発生やそ

う環境破壊の拡大を招きかねないアジア諸国の廃棄物・リサイクル政策の参考

ものであり、我が国から積極的に発信していく必要がある。また、アジアの資

の中の重要な位置を占める我が国が、こうした国内政策の強化を基盤とした上

ジア地域内において環境保全の観点から適正な資源循環の確保に取り組むこ

球規模の環境汚染の未然防止に大きく貢献することとなる。さらに、このよう

は、天然資源等の需給の逼迫が進む中で、廃棄物を含む循環資源の適正な輸

産業の健全な発展を可能とするものであり、アジア地域、そして我が国の双方

て環境と経済の好循環をもたらす。 

 以上を踏まえ、本年４月の３Ｒイニシアティブ閣僚会合において我が国が提

「ゴミゼロ国際化行動計画」の着実な実施に向け、我が国の経験を各国に発信

ともに、アジア地域において環境保全上適正な資源循環を確保するための具体

策を検討する。 
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２．検討事項 

 検討事項として、以下の項目が挙げられる。 

・ 日本の廃棄物管理・リサイクルにおける経験 

・ 中国や韓国等アジア諸国における廃棄物管理・リサイクルの現状と課題 

・ 国際的な資源循環の実態とその的確な把握方策 

・ 廃棄物等の性質に即した適正な国際的資源循環の考え方とその確保の枠組み 

・ アジアにおける循環型社会の形成による環境と経済の両立 

 

３．検討の進め方 

 中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会の下に、「国際循環型社会形成と環境保全

に関する専門委員会」を設置し、検討を進める。 
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４．検討スケジュール（案） 

 11 月中旬に検討を開始し、来年２月までに中間報告をとりまとめ、来年３月に開催

する３Ｒイニシアティブフォローアップ高級事務レベル会合で発表する。 


